



The improvement effects of  fruits flavor components to  
























 実験には 10週齢の雄ラット 9匹（Wister，実験前体重 
440.8 ± 5.1g）を用いた。動物は個別のケージで飼育し、
















験開始 4時間前に行った（図 1）。 
 
2.3 強制水泳試験 3) 
 実験は、直径 18.0cm，水深 45.0cm，水温 24.0±2.0 ℃
のプールを用いて、連続した 2日間で行った。1日目（予備
実験）は体重測定 30分後に 15分間、2日目（本実験）は薬 
 
 







































図 1 実験スケジュール 
上段：実験 1 日目（予備実験）、実験開始 30 分前に体重測定を
行い、15分間の強制水泳試験を行った。 
下段：実験 2 日目（本実験）、動物への薬物投与は、実験開始 4
時間前に行い、6分間の強制水泳試験を行った。 



















 cont.群に比べ Lim.群において有意に無動時間の減少が見られた。 
s-Limoneneのストレス軽減作用については、ラットを対象とした実
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図 2 無動時間の比較 
強制水泳試験 2 日目の無動時間を cont.（n = 3），dec.群（n = 
3）および lim.群（n = 3）で比較した。対照群に比べ Lim.群で
有意に無動時間の低下が見られたが、Dec.群においては有意差
は見られなかった。（mean ± S.D., * ; p＜0.05） 
